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、
拶
挨
賓
来
き
続
き
引
。
た

の
ら
か
部
本
労
国
、
団
護
弁

に
題
議
に
後
た
け
受
を
告
報

る
す
対
に
告
報
過
経
、
り
入

ま
言
発
員
議
代
の
名
３
疑
質

。
た
し
ま
し
了
終
で
で

　

の
告
報
過
経
、
は
目
日
２

機
、
中
途
。
開
再
ら
か
疑
質

の
語
標
大
拡
織
組
・
紙
関

方
動
運
、
み
さ
は
を
彰
表

求
要
件
条
働
労
、）
案
（
針

る
す
対
に
）
案
（

17

代
の
名

が
長
記
書
藤
佐
を
言
発
員
議

て
に
手
拍
の
体
全
、
し
約
集

出
選
の
員
委
本
日
東
。
択
採

に
員
議
代
、）
載
掲
に
面
２
（

を
権
ト
ス
で
票
投
票
一
る
よ

、
議
決
別
特
後
の
そ
、
立
確

後
最
、
し
択
採
を
言
宣
会
大

ん
が
結
団
の
長
員
委
井
松
に

ま
し
了
終
は
会
大
で
う
ろ
ば

。
た
し

　

員
委
副
﨑
宮
、
は
目
日
１

格
資
、
り
ま
始
で
会
司
の
長

成
会
大
で
告
報
会
員
委
査
審

員
委
営
運
事
議
、
言
宣
を
立

瀬
長
は
に
長
議
、
置
設
を
会

地
川
奈
神
・
京
東
（
員
議
代

藤
伊
に
長
議
副
、）
部
本
区

区
地
宮
大
・
京
東
（
員
議
代

に
事
議
、
し
出
選
を
）
部
本

立
先
に
会
大
。
た
し
ま
り
入

倍
安
「、
は
長
員
委
井
松
ち

危
む
進
き
突
が
権
政
公
自

、
ど
な
）
掲
別
（」
向
動
な
険

し
ま
し
を
拶
挨
り
亘
に
点
３ 　
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で
市
ま
た
い
さ
・
県
玉
埼
を
会
大
期
定
回

要
善
改
件
条
働
労
と
針
方
動
運
、
ら
か
論
討
な
摯
真
の
員
議
代
、
は
会
大
。
た
し
ま
し
催
開

和
平
、
し
対
反
に
悪
改
制
法
働
労
、
対
反
働
稼
再
発
原
、
対
反
悪
改
法
憲
「、
し
立
確
を
求

。
た
し
ま
し
了
終
し
択
採
を
」
言
宣
会
大
「
と
」
議
決
別
特
る
守
を
義
主
主
民
と

　

い
除
を
ど
な
約
集
長
記
書
・
言
発
員
議
代
、
て
し
と
】
１
の
そ
【
号
集
特
会
大
、
は
号
今

。
す
ま
し
告
報
を
分
部
た

副議長
東京地本
伊藤代議員

議長
東京地本
長瀬代議員

　

生
を
世
後
の
ち
た
私
、
は
日
１
月
７
年
４
１
０
２

。
ん
せ
ま
り
な
で
安
不
は
私
、
か
の
る
れ

　

何
体
一
は
と
」
本
日
国
い
強
・
国
い
し
美
「
す
指
目

。
か
の
す
指
を

　

き
で
ん
営
を
場
工
町
で
部
北
の
玉
埼
、
前
年
数

が
父
伯
の
方
母
た

90

し
ま
え
終
を
生
人
る
え
超
を
年

国
中
て
し
と
兵
工
の
軍
陸
旧
て
出
を
校
学
業
工
。
た

。
た
し
で
」
い
な
は
と
こ
な
鹿
馬
ど
ほ
争
戦
「
は
言

　

。
す
ま
り
あ
が
の
も
い
な
れ
知
り
計
も
悩
苦
の
人
た

え
終
を
生
人
が
く
多
の
人
た
し
験
体
実
を
争
戦
、
今

。
す
ま
い
に
ず
ら
語
を
験
体
が
く
多
、
し
と
う
よ

　

後
戦
は
本
日

69

戦
「は
人
本
日
間
の
こ、
え
迎
を
年

り
あ
も
と
こ
た
れ
さ
殺
も
と
こ
た
し
殺
を
人
で
」
争

さ
徴
象
に
」
条
９
第
「
る
れ
誇
に
界
世
が
本
日
、
が

。
す
で
念
理
な
高
崇
の
法
憲
和
平
る
れ

　

政
公
自
倍
安
、
は
義
主
憲
立
の
本
日
、
今
し
か
し

　

時
の
こ
、
く
な
は
で
の
も
う
い
と
ど
な
枠
や
織
組

ら
め
求
が
起
奮
の
て
し
と
間
人
の
人
一
る
き
生
を
代

。
す
ま
い
て
れ

　

き
で
ん
組
り
取
を
動
運
戦
反
て
し
貫
一
来
以
成
結

ス
に
走
暴
の
権
政
倍
安
る
す
化
右
極
も
ら
か
史
歴
た

　

、
と
立
確
の
送
輸
定
安
・
全
安
る
け
お
に
内
Ｒ
Ｊ

、
は
承
継
・
持
維
の
力
術
技
る
得
し
保
担
を
と
こ
の
そ

　

は
場
職
で
中
の
遷
変
な
き
大
と
へ
Ｒ
Ｊ
ら
か
鉄
国

、
の
も
ぬ
ら
わ
変
し
か
し
。
た
し
ま
り
わ
変
く
き
大

。
す
で
と
こ
る
け
届
で
ま
地
的
目
に
的
定
安
に
全
安

　

社
一
と
社
会
ら
か
係
関
使
労
的
団
集
、
は
場
職
今

進
を
み
歩
に
速
急
と
へ
係
関
使
労
的
別
個
う
い
と
員

し
磨
琢
磋
切
が
使
労
ば
れ
え
換
い
言
。
す
ま
い
て
め

が
み
の
性
向
指
・
性
向
方
の
社
会
ら
か
代
時
た
い
て

。
す
ま
え
考
と
る
い
で
い
削
を
」
力
場
現
「
の
場

　

あ
で
命
使
ぬ
ら
わ
変
の
者
く
働
で
業
道
鉄
ち
た
私

場
現
、
は
み
組
り
取
る
め
求
を
」
心
安
・
全
安
「
る

い
て
じ
ん
軽
を
事
仕
が
誰
、
し
に
切
大
を
事
仕
が
誰

場
職
が
労
国
ち
た
私
。
す
ま
り
な
に
明
鮮
が
か
の
る

国
、
り
あ
で
と
こ
の
こ
く
し
正
は
と
る
座
に
心
中
の

拭
払
は
想
幻
う
い
と
る
き
で
が
事
仕
て
全
は
代
世
鉄

。
ん
せ
ま
り
な
は
て
く
な
か
い
て
し

　

た
私
、
は
承
継
の
動
運
労
国
と
大
拡
・
化
強
織
組

猶
の
刻
一
も
ら
か
状
現
や
態
実
る
い
て
れ
か
置
が
ち

。
ん
せ
ま
り
あ
も
予

　

が
広
に
方
地
各
は
果
成
の
み
組
り
取
の
大
拡
織
組

。
す
ま
い
て
し
ら
た
も
を
化
性
活
に
織
組
り

　

足
発
Ｒ
Ｊ

28

像
来
将
く
描
の
社
会
、
え
迎
を
目
年

本
Ｒ
Ｊ
、
を
動
運
の
労
国
。
す
ま
い
て
し
と
う
よ
れ

職
Ｒ
Ｊ
、
か
の
る
け
づ
置
位
に
合
組
働
労
の
み
の
体

両
、
か
の
す
指
目
を
合
組
働
労
る
す
羅
網
を
体
全
域

。
す
ま
り
あ
が
違
相
な
き
大
は
に
者

　

間
仲
の
く
多
を
」
題
問
用
採
不
Ｒ
Ｊ
「
は
ち
た
私

指
目
を
織
組
合
組
働
労
る
す
表
代
を
域
職
Ｒ
Ｊ
、
は

戦
の
ち
た
私
、
り
あ
で
と
こ
の
然
当
極
至
は
と
こ
す

し
と
合
組
働
労
鉄
国
の
へ
ち
た
間
仲
う
願
を
帰
復
線

。
す
で
時
き
べ
す
揮
発
を
義
信
の
て

　

、
し
出
き
導
が
ら
自
を
道
き
べ
む
進
、
は
ち
た
私

。
か
ん
せ
ま
り
あ
は
で
う
よ

　

第
28

こ
る
な
と
点
起
の
い
闘
の
そ
が
会
大
期
定
回

さ
と
拶
挨
の
て
し
表
代
を
会
員
委
行
執
て
え
訴
を
と

。
す
ま
き
だ
た
い
て
せ
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